
は
じ
め
に

　
日
本
国
内
で
は
、少
子
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の
減
少
が
社
会

問
題
化
す
る
中
で
、２
０
１
２
年
に
経
済
産
業
省
が「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
掲
げ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、以
降
、女
性

を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
を
活
か
し
た
事
業
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
に
なっ
た
。同
省
は
、継
続
し
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
関
す

る
取
り
組
み
を
政
策
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り
、日

本
で
は「
人
材
の
多
様
化
」を
図
る
方
略
と
し
て「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
」の
概
念
が
浸
透
す
る
こ
と
と
なった
。

　
他
方
、大
学
に
お
い
て
も
、多
様
な
価
値
観
が
共
生
す
る
キ
ャン
パ

ス
を
尊
重
し
よ
う
と
い
う
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
気
運
が
高
まって

お
り
、こ
こ
数
年
の
間
に
、各
大
学
で
相
次
い
で「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣

言
」の
公
表
や
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」を
冠
し
た
組
織
の
設
置
が
散

見
さ
れ
る
よ
う
に
なって
き
た
。男
女
共
同
参
画
や
女
性
活
躍
推
進

と
いっ
た
社
会
の
動
き
と
連
動
す
る
形
で
、男
女
共
同
参
画
推
進
室

を
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
に
改
組
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

　
本
稿
で
は
、私
立
大
学
に
お
け
る
女
性
研
究
者
支
援
の
現
状
を
手

が
か
り
に
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
か
か
る
私
立
大
学
特
有
の
課
題

と
展
望
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。な
お
、本
稿
は
、令
和
３
年
度
採
択
文

部
科
学
省
科
学
技
術
人
材
育
成
費
補
助
事
業「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研

究
環
境
実
現
イ
ニシ
ア
テ
ィ
ブ（
調
査
分
析
）」に
お
い
て
同
志
社
大
学

と
上
智
大
学
が
共
同
実
施
し
た「
海
外
先
進
事
例
を
通
じ
た
私
立

大
学
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
モ
デ
ル
の
た
め
の
調
査
研
究
」

に
よって
得
ら
れ
た
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る※

１
。

1
　
欧
州
理
工
系
大
学
と
日
本
の
大
学
の
比
較

　
海
外
の
大
学
と
日
本
の
大
学
の
取
り
組
み
状
況
を
比
較
す
る
た

私立大学のダイバーシティ

推進を考える

～女性研究者支援の現状から見えた

　
私大特有の課題と展望～

阪
田 

真
己
子

同
志
社
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究

セ
ン
タ
ー
長
・
文
化
情
報
学
部
長

寄 稿
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め
に
、欧
州
を
中
心
と
し
た
理
工
系
ト
ッ
プ
大
学
の
国
際
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
で
あ
るT.I.M

.E. Association

（Top International 
M
anagers in Engineering

）※

２
加
盟
機
関
の
う
ち
ラ
ン
ダ

ム
に
抽
出
し
た
25
機
関
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

（
２
０
２
２
年
10
月
〜
12
月
）。16
機
関
か
ら
回
答
が
あ
り
、回
答

率
は
64・０
％
で
あ
っ
た（
２
０
２
２
年
12
月
末
時
点
）。

　
図
１
は
、本
調
査
の
一
部
と
全
国
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
２
０
１
９
年
２
月
〜
６
月
に
実
施
し
た「
全
国
大
学・研
究
機

関
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
状
況
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
集
計・分
析
結
果※

３
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。日
本
の
大
学
の
デ
ー
タ
は
２
０
１
９
年
度
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、欧
州（
理
工
系
大
学
）と
日
本
、と
り
わ

け
日
本
の
私
立
大
学
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
が
あ
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。日
本
の
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
、女
性
研
究
者

支
援
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
海
外
か
ら
大
き
く
遅
れ
て
い
る
と

言
って
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

2
　
補
助
金
獲
得
と
支
援
体
制
整
備

　
日
本
に
お
い
て
女
性
研
究
者
の
支
援
を
目
的
と
し
た
文
部
科

学
省
の
取
り
組
み
は
２
０
０
６
年
に
開
始
さ
れ
た「
女
性
研
究
者

［図1］欧州理工系大学と日本の大学の比較
大学全体（日本）および私立大学（日本）のデータは、全国ダイバーシティネットワークが2019年（２月～６月）に実施した「全国大学・
研究機関における男女共同参画・ダイバーシティの推進状況に関するアンケート調査」にて公表している数値を用いた。

男女共同参画の推進を
大学・法人の方針としてHP等で公表している

私立大学（日本）
n = 98

大学全体（日本）
n = 198

T.I.M.E. Association
n=16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない

女性研究者・教授を支援する組織が
大学内（法人含む）にある

私立大学（日本）
n = 98

大学全体（日本）
n = 198

T.I.M.E. Association
n=16

ある ない
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女共同参画の推進を（大学・法人の）
重要な方針として位置づけている

私立大学（日本）
n = 179

大学全体（日本）
n = 297

T.I.M.E. Association
n=16

はい いいえ
0% 20% 40% 60% 80% 100%

「無意識の偏見」についての
教職員研修/授業を実施している

私立大学（日本）
n = 98

大学全体（日本）
n = 198

T.I.M.E. Association
n=16

している していない
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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支
援
モ
デ
ル
育
成
事
業
」が
端
緒
と
な
る
。そ
の
後
、「
女
性
研
究

者
養
成
シ
ス
テ
ム
改
革
加
速
事
業
」「
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支

援
事
業
」を
経
て
、現
在
の「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
環
境
実
現
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（
以
下「
補
助
事
業
」）に
至
る
。

　
補
助
事
業
に
関
し
て
、私
立
大
学
関
係
者
が
話
題
に
す
る
の

は
、採
択
さ
れ
た
機
関
に
占
め
る
私
立
大
学
の
比
率
の
低
さ
で
あ

る
。モ
デ
ル
育
成
事
業
か
ら
の
採
択
実
績（
高
専
を
除
く
大
学
の

み
）を
み
て
み
る
と
、私
立
大
学
の
採
択
は
約
25
％
に
と
ど
まって
い

る
。国
立
大
学
は
こ
れ
ま
で
に
全
大
学
の
約
80
％
が
採
択
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、私
立
大
学
は
５
％
に
も
届
か
な
い（
い
ず
れ
も

２
０
２
１
年
度
時
点
）。国
内
に
あ
る
全
大
学
の
う
ち
私
立
大
学

が
占
め
る
割
合
が
８
割
近
く
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、い
か
に
私

立
大
学
の
参
画
が
少
な
い
か
が
わ
か
る
。そ
こ
で
、（
わ
ず
か
の
参

画
と
は
言
え
）補
助
事
業
に
採
択
実
績
の
あ
る
私
立
大
学
と
そ
れ

以
外
で
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
在
籍
学
生
数
が
１
万
人
を
超
え
る
私
立
大
学
を
中
心
に
54
大

学（
比
較
の
た
め
に
国
立
大
学
13
大
学
を
含
む
）に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た（
２
０
２
２
年
８
月
〜
10
月
）。ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、女
性
研
究
者
支
援
関
連
の
環
境・制
度
の
整
備
を

問
う
設
問
の
ほ
か
、大
学
全
体
の
取
り
組
み
、理
解
啓
発
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
も
回
答
を
求
め
た（
計
94
問
）。私
立
大
学
は
計
19

大
学※

４（
41
大
学
中
）か
ら
回
答
が
あ
り
、回
答
率
は
46・３
％
で

あ
っ
た（
２
０
２
２
年
10
月
末
時
点
）。

　
図
２
に
補
助
事
業
に
採
択
実
績
の
あ
る
大
学（
以
下「
採
択

校
」：
８
大
学
）と
な
い
大
学（
以
下「
非
採
択
校
」：
11
大
学
）を

比
較
し
た
結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
。「
女
性
研
究
者
を
支
援
す

る
組
織
の
有
無
」に
関
し
て
は
、採
択
校
は
、１
０
０
％
支
援
組
織

が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、非
採
択
校
は
、約
２
割
に
と
ど

ま
っ
た
。ま
た
、「
過
去
10
年
の
女
性
上
位
職
の
変
化
」に
関
し
て

は
、採
択
校
は
約
８
割
が「
増
加
」に
対
し
、非
採
択
校
は
６
割
以

上
が「
変
わ
ら
な
い
」、さ
ら
に
、「
過
去
10
年
に
お
け
る
女
性
研
究

者
支
援
へ
の
理
解
」に
つ
い
て
は
、採
択
校
は
１
０
０
％
が「
進
ん

だ
」に
対
し
、非
採
択
校
は
６
割
に
と
ど
ま
っ
た
。興
味
深
い
の
は
、

「
貴
校
の
施
策
に
お
け
る
女
性
研
究
者
支
援
の
優
先
度
」に
対
す

る
回
答
で
あ
る
。採
択
校
は
、「
最
優
先
」が
３
割
、「
重
要
で
あ
る

が
最
優
先
課
題
で
は
な
い
」が
７
割
で
あ
っ
た
が
、非
採
択
校
は
、

「
最
優
先
課
題
」と
回
答
し
た
大
学
は
皆
無
、「
重
要
で
あ
る
が
、

最
優
先
課
題
で
は
な
い
」が
半
数
強
、「
そ
れ
ほ
ど
優
先
課
題
で
は

な
い
」「
優
先
課
題
で
は
な
い
」が
そ
れ
ぞ
れ
２
割
強（
合
わ
せ
て
４

割
強
）を
占
め
て
い
た
。

96



　
つ
ま
り
、補
助
金
獲
得
が
、組
織
の
環
境
整
備
に
大
き
な
追
い

風
に
な
る
だ
け
で
な
く
、大
学
の
優
先
施
策
と
し
て
置
か
れ
る
こ
と

で
、学
内
の
理
解
醸
成
に
つ
な
が
り
、そ
れ
が
一
定
の
持
続
力
の
保

持
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。そ
の
意
味
で
は
、国
策
と
し

て
の
女
性
研
究
者
支
援
事
業
が
、一
部
の
私
立
大
学
に
は
効
果
を

も
た
ら
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

3
　
私
立
大
学
に
お
け
る
支
援
体
制
の
可
視
化

　
前
述
の
通
り
、補
助
金
獲
得
は
私
立
大
学
に
と
って
も
大
き
な

追
い
風
に
な
る
。た
だ
し
、こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、回
答
を
得
た
私

立
大
学
が
わ
ず
か
19
大
学
に
と
ど
まっ
た
と
い
う
点※

５
と
、そ
も
そ

も
補
助
事
業
採
択
実
績
の
あ
る
私
立
大
学
の
絶
対
数
が
少
な
い
と

い
う
点
で
あ
る
。そ
こ
で
、回
答
い
た
だ
け
な
かっ
た
大
学
も
含
め
、

「
女
性
研
究
者
支
援
組
織
の
有
無
」「
両
立
支
援
制
度（
研
究
支
援

員
等
）の
有
無
」「
学
内
保
育
所・託
児
所
の
有
無
」「
女
性
研
究
者

支
援
事
業
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
公
開
の
有
無
」「
一
般
事
業
主
計
画
の

公
表
」の
５
項
目
に
つ
い
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
入
手
で
き
る
情
報
に
基
づ

い
て
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
有
無
を
得
点
化
し
集
計
を
行
っ
た
。

　
図
３
に
、得
点
を
基
に
環
境・制
度
の
整
備
状
況
に
基
づ
い
て
54

大
学
を
プ
ロッ
ト
し
た
も
の
を
示
す
。図
の
右
に
行
く
ほ
ど
女
性
研

［図2］補助事業への採択実績のある大学とない大学の比較（私立大学のみ）

女性研究者を支援する組織

採択校
n = 8

非採択校
n = 11

ある ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

過去10年で女性研究者支援への理解

採択校
n = 8

非採択校
n = 11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んだ 変化なし

過去10年の女性上位職の変化

採択校
n = 8

非採択校
n = 11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変わらない増加した

貴校の施策における女性研究者支援の優先度

採択校
n = 8

非採択校
n = 11

優先課題ではないそれほど優先課題ではない
重要であるが、最優先課題ではない最優先課題である

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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究
者
支
援
の
た
め
の
環
境・制
度
が
整
って
い
る
大
学
、左
に
行
く

ほ
ど
整
って
い
な
い
大
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
図
が
示
す
通
り
、女
性
研
究
者
支
援
に
関
わ
る
環
境
整
備
の
状

況
は
極
め
て
多
様
で
あ
り
、い
わ
ば「
二
極
化
」し
て
い
る
こ
と
が

露
呈
し
た
。環
境
が
整
って
い
る
大
学
と
、ま
だ
整
って
い
な
い
大

学
と
に
二
分
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、さ
し
ず
め
、前

者
は
ア
ド
バ
ン
ス
ト
型
、後
者
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
型
と
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
ア
ド
バ
ン
ス
ト
型
は
、１
校
を
除
く
全
て
の
大
学
が
採
択
校
で
あ

り
、こ
の
点
は
、前
章
の
結
果
と
も
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
。さ
ら

に
興
味
深
い
の
は
、国
立
大
学
が
、13
大
学
と
も
ア
ド
バ
ン
ス
ト
型

に
類
別
さ
れ
た
点
で
あ
る
。国
立
大
学
の
場
合
は
、国
立
大
学
協

会
に
よって
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン（
現
在
は
２
０
２
１
〜
２
０
２
５
年

度
）が
策
定
さ
れ
、そ
の
中
で
達
成
目
標
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い

る
と
と
も
に
、追
跡
調
査（
回
答
率
１
０
０
％
）に
よって
そ
の
達
成

状
況
が
毎
年
可
視
化
さ
れ
て
い
る※

６
。こ
の
よ
う
に
、国
立
大
学

は
、共
通
の
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
と
達
成
目
標
の
下
で
基
本
的
な
支

援
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、私
立
大
学
は
、一
部
の
大

学
を
除
い
て
、基
本
的
な
支
援
体
制
す
ら
も
未
整
備
な
状
況
に
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。今
回
の
調
査
が
大
規
模
校
に
対
象
を

限
定
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、今
回
は
対
象
と
し
て
い
な
い

私
立
大
学
を
含
め
れ
ば
、そ
の
多
く
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
型
に
類
別

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

［図3］女性研究者支援への取り組み状況による大学のマッピング（N=54）

私立大学

国立大学

国の補助事業に採択実績のある大学

同志社大学

上智大学

スタートアップ型
（取り組みなし）

アドバンスト型
（取り組みあり）

同志社大学と上智大学は
二極化の象徴とも言える位置にある。
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4
　
私
立
大
学
特
有
の
課
題
と
は
何
か

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
女
性
研
究
者
の
活
躍
推
進
に
お
い
て
、私
立

大
学
が
不
利
だ
と
考
え
ら
れ
る
点
」に
つ
い
て
自
由
記
述
に
て
回
答

を
求
め
た
。そ
の
結
果
、「
教
学・学
務
負
担
が
大
き
く
研
究
に
割
け

る
時
間
が（
国
立
大
学
に
比
べて
）圧
倒
的
に
少
な
い
」点
や
、「
私
立

大
学
は
数
も
多
く
、多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、一
律
の
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
は
難
し
く
効
果
も
一
様
で
は
な
い
」点
、ま
た「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
に
は
有
効
な
施
策
で
あ
って
も
、短
期
的
に
経
営
上
の

メ
リッ
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
が
不
明
」と
いった
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
前
章
ま
で
の
内
容
と
こ
れ
ら
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
、ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
に
お
け
る
私
立
大
学
特
有
の
課
題
と
し
て
、ま
ず
は

「
私
立
大
学
の
多
様
性
への
対
応
」が
挙
げ
ら
れ
る
。私
立
大
学
の

場
合
は
、前
述
の
と
お
り
、現
時
点
に
お
い
て
環
境
整
備
状
況
が
二

極
化
し
て
い
る
上
に
、そ
も
そ
も
大
学
の
規
模
や
意
思
決
定
プ
ロ

セ
ス
が
実
に
多
様
で
あ
り
、そ
の
大
学
固
有
の
歴
史
や
伝
統
、そ
し

て
独
自
の
文
化
が
存
在
す
る
。し
た
が
って
、国
立
大
学
の
よ
う
な

共
通
の
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
立
て
、そ
の
達
成
に
向
け
て
画
一
的

な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
自
体
が
私
立
大
学
に
は
適
さ
な
い

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
も
う
１
点
、私
立
大
学
特
有
の
課
題
と
し
て
は
、経
営
上
の
問

題
も
挙
げ
ら
れ
る
。国
立
大
学
の
場
合
は
、大
学
の
収
入
の
柱
と

も
言
う
べ
き
運
営
費
交
付
金
の
配
分
指
標
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、取
り
組
み
自
体
が
も
は
や
マ

ス
ト
で
あ
る
と
言
って
も
差
し
支
え
な
い
と
言
え
る
。他
方
、私
立

大
学
の
場
合
も
、例
え
ば
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
等
の
私

学
助
成
の
配
分
基
準
に
女
性
研
究
者
支
援
の
取
り
組
み
状
況
や

女
性
研
究
者
の
在
籍
状
況
が
加
点
ポ
イ
ン
ト
と
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
も
の
の（
も
ち
ろ
ん
効
果
は
少
な
く
な
い
）、取
り
組
み
が
マ
ス
ト

と
も
言
え
る
国
立
大
学
に
比
べ
る
と
、そ
の
影
響
力
は
小
さ
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。つ
ま
り
、私
立
大
学
の
場
合
、人
的
資
源
を

含
む
財
源
確
保
の
問
題
や
、経
営
上
の
短
期
的
メ
リ
ッ
ト
の
不
確

か
さ
か
ら
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
事
業
に
取
り
組
む
か
ど
う
か
、

あ
る
い
は
中
心
施
策
に
置
く
か
ど
う
か
は
、大
学
ト
ッ
プ
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
お
り
、経
営
層
が
無
関
心
で
あ
れ
ば
事
業
に
着
手
す

ら
で
き
な
い
点
が
課
題
の
２
点
目
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
お
け
る
私
立

大
学
特
有
の
課
題
は
、「
私
立
大
学
の
多
様
性
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
」と
い
う
問
題
と
、「
経
営
層
に
い
か
に
し
て
ア
ク
セ
ス
す

る
か
」と
い
う
問
題
の
２
点
に
集
約
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。
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5
　
私
立
大
学
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
展
望

　
さ
て
、こ
こ
ま
で
私
立
大
学
特
有
の
課
題
に
つ
い
て
述
べて
き
た

が
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
私
立
大
学
が
有
利
な
点
」に
つ
い
て
も
回

答
を
求
め
た
。回
答
に
は
、「
各
大
学
固
有
の
建
学
の
精
神
に
沿
っ

た
大
学
独
自
の
大
胆
な
政
策
が
実
現
」で
き
る
点
や
、「
附
属
学

校
や
法
人
内
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
次
世
代
育
成
が
可
能
」な

点
、ま
た「
学
内
ニ
ー
ズ
の
活
用
の
し
や
す
さ
」や「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
への
寄
与
」な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を

展
開
す
る
上
で
の
私
立
大
学
な
ら
で
は
の
利
点
に
つ
い
て
も
多
く

の
言
及
が
あ
っ
た
。

   

こ
れ
ら
は
私
立
大
学
の
多
様
性
に
起
因
す
る「
強
み
」で
あ
る
と

も
換
言
で
き
る
。先
の「
私
立
大
学
の
多
様
性
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
」と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、そ
も
そ
も
国
立
大
学
の
よ
う

に
画
一
的
な
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
共
有
す
る
こ
と
自
体
が
適
し
て

い
な
い
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
私
立
大
学
が
、

推
進
状
況
や
大
学
の
規
模
、そ
し
て
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
合
わ

せ
て
、個
々
の
大
学
の
特
色
を
活
か
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
が
、結
果
と
し
て
私
立
大
学
の
多
様
性
を
損
な
う

こ
と
な
く
、む
し
ろ
一
層
輝
か
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
り
わ
け
、私
立
大
学
は
、そ
の
存
在
価
値
と
も
言
う
べ
き「
建

学
の
精
神
」を
個
々
に
有
し
て
い
る
。い
わ
ば
、当
該
大
学
が
ど
の
よ

う
な
人
物
育
成
を
通
じ
て
社
会
的
使
命
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
示
す「
建
学
の
精
神
」に
依
拠
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
戦
略

を
自
ら
策
定
、実
行
で
き
る
こ
と
こ
そ
が
、自
主
性
の
尊
重
に
よ
り

多
様
性
を
確
保
し
て
き
た
私
立
大
学
な
ら
で
は
の
姿
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、私
立
大
学
の
多
様
性
こ
そ
が
、市
民
社
会
に
新
た

な
価
値
創
造
を
も
た
ら
す
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た

かっ
た
わ
け
で
あ
る
が
、本
稿
の
も
う
１
つ
の
趣
旨
に
つ
い
て
も
述
べ

て
お
き
た
い
。私
立
大
学
の
課
題
の
２
点
目
で
あ
る「
経
営
層
に
い

か
に
し
て
ア
ク
セ
ス
す
る
か
」と
い
う
点
への
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。本
調
査
に
お
い
て
、女
性
研
究
者
支
援
事
業
が
大
学
の「
中
心

施
策
で
は
な
い
」と
回
答
し
た
大
学
が
非
採
択
校
の
４
割
以
上
を

占
め
て
い
た
こ
と
は
、や
は
り
シ
ョッ
キ
ン
グ
で
あ
る
。本
稿
は
、記

事
の
閲
覧
を
通
じ
、多
く
の
私
立
大
学
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
事
業
を

数
あ
る
中
心
施
策
の一つ
に
位
置
づ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
方
策
で

も
あ
る
。私
立
大
学
の
多
様
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
同
志
社
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大
学
と
上
智
大
学
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
って
構
築
で
き
た
私
立

大
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
モ
デ
ル
が
他
の
私
立
大
学
に
も
波

及
し
、ひ
い
て
は
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
全
体
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る（※

１
に
記
載
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ

に
て
詳
細
を
公
開
）。

　
本
稿
は
あ
く
ま
で
女
性
研
究
者
支
援
に
関
わ
る
調
査
結
果
を

手
が
か
り
と
し
た
内
容
が
中
心
と
な
っ
た
が
、言
う
ま
で
も
な
く
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
射
程
は
、性
的
指
向
、性
自
認
、人
種
、

国
籍
、民
族
、障
が
い
の
有
無
な
ど
、誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
広
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。建
学
の
精
神
に
基
づ
い
て
社

会
の
知
的
多
様
性
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
私
立
大
学
が
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
社
会
の
実
現
に
果
た
す
影
響
力
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

〈
謝
辞
〉本
事
業
実
施
に
際
し
て
、調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
機

関
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※

１　
本
事
業
の
取
り
組
み
成
果
や
調
査
結
果
の
詳
細
は
同
志
社
大
学・上
智
大
学
の

補
助
事
業
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

　

     （https://doshisha-diversity.jp/doshisha-sophia/

）。

　

     

同
志
社
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
発
信
サ
イ
ト

　

     

「D
 for ALL

」https://doshisha-diversity.jp/

　

     

上
智
学
院
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室

　

     http://danjokyodo-sophia.jp/

※

２　

T
.I.M

.E. A
ssociation

と
は
、欧
州
を
中
心
と
し
た
大
学
間
の
協
力
に
よ

り
、修
士・博
士
レ
ベ
ル
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
等
を
通
じ

て
、国
際
的
に
通
用
す
る
工
学
分
野
の
人
材
育
成
に
資
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

た
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
。

※

３　
【
２
０
１
９
年
２
月
〜
６
月
実
施
】「
全
国
大
学・研
究
機
関
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィの
推
進
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

　

     https://opened.netw
ork/questionary/questionary-0001/

　

     （
２
０
２
３
年
３
月
15
日
最
終
閲
覧
）

※

４　
19
大
学
に
同
志
社
大
学
と
上
智
大
学
も
含
む
。

※

５　
今
回
の
調
査
で
は
、依
頼
し
た
私
立
大
学
41
大
学
の
う
ち
22
大
学
か
ら
は
提
出
い

た
だ
け
な
かっ
た
わ
け
で
あ
る
が
、そ
の
多
く
の
大
学
が「
支
援
組
織
が
な
い
た
め

に
回
答
が
困
難
で
あ
る
」と
し
て
回
答
を
断
念
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
かった
こ
と
も

付
言
し
て
お
き
た
い
。

※

６　
国
立
大
学
協
会「
国
立
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
につい
て
」

　

     https://w
w
w
.janu.jp/janu/gender/

（
２
０
２
３
年
３
月
15
日
最
終
閲
覧
）
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1 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」活
動
の
目
的

　
近
年
、持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
た
国
際
社
会
全
体
の
目
標

で
あ
る「Sustainable D

evelopm
ent G

oals ※

１（
以
下
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
と
略
記
す
る
）」活
動
が
様
々
な
場
面
に
お
い
て
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
の
動
き
は
、ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も

重
要
視
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
庁※

２
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
界
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
国
内
外
に
推

進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会※

３
は
、ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
環
境

問
題
の
改
善
を
図
る
委
員
会
を
設
置
し
、よ
り
具
体
的
な「
ス

ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」を
取
り
巻
く
現
状
と

し
て
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
が
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
あ
た
る
か
一

般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
の
報
告
も
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る※

４
。

　
そ
こ
で
、本
稿
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に

実
践
し
た「ｒｅ
輪
」活
動
に
よ
って
得
ら
れ
た
成
果
を
開
示
す
る

こ
と
で
、「
学
生
が
成
長
す
る
主
体
的
な
学
び
」の
一
事
例
を
提

案
す
る
。

　
同
時
に
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
実
践
す
る
、実
践
型
の
課
題
解
決

型
学
習
に
よ
って
得
ら
れ
る
学
生
の
成
長
と
、学
外
企
業
連
携
に

よ
って
創
出
さ
れ
る
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、実
際
の「ｒｅ
輪
」活

動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
よ
り
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

草
薙 

健
太
　
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

　
　
　
　
　
　   
競
技
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
准
教
授

寄 稿

課題解決型学習が育む

成長と教育価値

︱スポーツＳＤＧｓ推進団体

　﹁ｒｅ輪﹂の企業連携活動によって

　
得られた成果を対象として︱

﹇
私
大
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２ ×

 

大
学
時
報
連
動
企
画
﹈
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2 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」の
成
果

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
団
体「
ｒｅ
輪
」の
発
足
は
、日
本
ス

ポ
ー
ツ
産
業
学
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
に
応
募
す
る
ア
イ
デ
ア
を
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
講
義
内
で
募
集

し
た
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。実
際
に
学
生
が
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

で
掲
げ
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
テ
ー
マ
は
、「
競
技
引
退
後
に
廃
棄
処

分
と
な
る
ユニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
具
現
化
」で
あ
り
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペで
は
最
終
審
査
ま
で
進

み
、そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
研
究
に
招
待
論
文
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、学
部
生
の
う
ち
に
学
術
研
究

誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
一
つ
の
成
果
と
言
え
る

が
、「ｒｅ
輪
」の
成
果
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
は
複
数
の
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
し
、資
金
調
達
も
含
め
た
自
走

式
の
活
動
団
体
と
し
て
、⑴
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ

ム
構
築
に
よ
る
廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
、⑵
回
収
再
利
用
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
量
の
可
視
化
、を
成

し
遂
げ
た
点
に
あ
る
。

　
⑴
に
お
け
る
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ
ム
つ
い
て

は
、①
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
販
売
シ
ス
テ
ム
と
、②

大
学
部
活
動
に
所
属
す
る
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ

ス
テ
ム
の
２
つ
を
構
築
し
、廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
を
実
現

し
て
い
る
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、す
ぐ
に
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
す
る
子
供
の
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
率
を
高
め
る
た
め
の
無
料
回
収
イ
ベ
ン
ト

を
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
と
協
働
で
実
施
し
て
い
る
。段

ボ
ー
ル
30
箱
分
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
を
回
収
し
、回
収
し
た
子

供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、豊
田
市
役
所
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
課
が
豊
田
市

駅
前
で
１
年
に
数
回
開
催
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
イ
ベン
ト
に
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
衣
類
の
袋
詰
め
販
売（
３
０
０
円
の
小
袋・５
０
０
円
の
中
袋・

１
０
０
０
円
の
大
袋
の
３
種
類
を
用
意
）」を
行
って
い
る
。20
箱

程
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
販
売
に
よ
る
再
利
用
と
５
万
円
程
度

の
売
り
上
げ
を
得
て
い
る
。現
在
で
は
、家
計
に
優
し
く
子
供
ス

ポ
ー
ツ
服
が
購
入
で
き
る
こ
と
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も
抱
え
て
い
る

（﹇
資
料
１
﹈参
照
）。

　
ま
た
、②
に
つ
い
て
は
、衣
類
の
回
収
業
務
と
衣
類
全
般
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
愛
知
県
内
で
展
開
す
る
㈱
鈴
六
と
連
携
し
、大
学

内
に
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
回
収
ボッ
ク
ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
、当
初
の

目
的
で
あっ
た「
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ
ス
テ
ム
」が
構
築
さ
れ
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て
い
る
。さ
ら
に
、回
収
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、１
㎏
10
円
で
購

入
い
た
だ
く
こ
と
で
回
収
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
支
払
い
を
カ
ッ
ト
で

き
、多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
廃
棄
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。な
お
、

㈱
鈴
六
と
の
連
携
事
業
は
、中
京
テ
レ
ビ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
特
集
で
放
映

さ
れ
、多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

　
一
方
、⑵
に
つ
い
て
は
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱
と
連
携

し
、「ｒｅ
輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
が
、世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

主
要
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
抑
制
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
の
可
視
化
を
実
現
し
て
い

る
。実
際
、半
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
に
よって
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
20
面
分
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
結
果
は
次
年
度
以
降
に
、「ｒｅ

輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
が
も
た
ら
す
環
境
保
全
効
果
と

し
て
、実
践
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
学
生
に
お
け
る
活
動
の
多
く
が
戦
略
の
提
示
や
企
画
提
案
ま
で

の
産
学
連
携
事
業
を
占
め
る
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

組
織
で
あ
る「ｒｅ
輪
」の
活
動
は
、地
域
密
着
型
で
顧
客
を
獲
得

し
、２
つ
の
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
利
益
を
用
い
た
自
走
型

持
続
的
運
営
団
体
に
ま
で
至
って
い
る
。そ
こ
が
最
大
の
成
果
で
あ

る
と
言
え
よ
う（﹇
資
料
２
﹈参
照
）。

［資料1］「re輪」子供スポーツ衣類袋詰め販売
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3 　
実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
に
よ
っ
て

　
　

得
ら
れ
る
学
生
の
成
長

　
前
述
し
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
に
よって
得
ら
れ
た
成
果
は
、当
初

予
定
し
た
以
上
の
成
果
と
なって
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
で
は
、如
何
よ
う
に
、求
め
る
成
果
と
学
生
の
成
長
の
両
輪
を
育

む
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、溝
上
ほ

か※

５
が
示
し
た
、〝
社
会
生
活
の
中
で
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
解
決
す
る
過
程
で
、課
題
解
決
に
関
す
る
能

力
と
取
り
組
み
姿
勢
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
〞「
課
題
解
決
型
学

習（Problem
 Based Learning

：
以
下
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）」を
実
践

し
て
い
る
。筆
者
は
、こ
れ
ら
の
実
践
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よって
学
生
が

成
長
す
る
か
否
か
を
分
け
る
重
要
な
点
は
、何
か
を
失
わ
な
い
た

め
に
実
践
す
る〝
防
御
的
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
な
く
、何
か

を
得
る
た
め
に
実
践
す
る〝
獲
得
型
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
あ
る

と
学
生
に
伝
え
て
い
る
。即
ち
、「
失
敗
し
な
い
」こ
と
を
前
提
に
取

り
組
む
実
践
課
題
設
定
で
は
な
く
、学
生
自
身
が「
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ら
学
び
を
得
る
」こ
と
を
主
眼
と
し
た
実
践
課
題
の
設
定
が
、学

生
の
成
長
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
か
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
見
る・す
る・支
え
る
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ
内
に
該
当
す
れ

ば
、自
由
に
課
題
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

学
生
の
成
長
に
は
、自
己
決
定
課
題
の
解
決
が
最
も
責
任
感
を

持
って
学
べる
題
材
で
あ
り
、そ
の
課
題
解
決
を
チ
ー
ム
で「
共
創
」

し
て
実
践
す
る
こ
と
で
、多
様
性
を
尊
重
す
る
機
会
が
創
出
さ
れ
、

学
生
の
成
長
は
加
速
度
的
に
高
ま
る
と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、複
数

の
チ
ー
ム
で
異
な
る
課
題
解
決
型
学
習
を
実
施
し
、そ
の
進
捗
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
す
る
機
会
を
定
期
的
に
開
催

グリーンフロント研究所（株）によるCO2排出抑制量可視化

・回収したスポーツ衣類量（kg）×1.49（古着1kgあたりの
二酸化炭素排出削減効果値）

  ＝二酸化炭素削減効果量（kg）
・回収したスポーツ衣類による二酸化炭素削減効果量（kg）
÷0.52（ヒノキ林1m2の年間二酸化炭素吸収量値）

  ＝バレーボールコート20面のヒノキ林が1年間に吸収
     する二酸化炭素量（kg）

回収ボックス設置

[資料2] 「re輪」活動の成果の概念図

回収

55

(株)鈴六の買い取り
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1 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」活
動
の
目
的

　
近
年
、持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
た
国
際
社
会
全
体
の
目
標

で
あ
る「Sustainable D

evelopm
ent G

oals ※

１（
以
下
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
と
略
記
す
る
）」活
動
が
様
々
な
場
面
に
お
い
て
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
の
動
き
は
、ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も

重
要
視
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
庁※

２
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
界
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
国
内
外
に
推

進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会※

３
は
、ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
環
境

問
題
の
改
善
を
図
る
委
員
会
を
設
置
し
、よ
り
具
体
的
な「
ス

ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」を
取
り
巻
く
現
状
と

し
て
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
が
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
あ
た
る
か
一

般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
の
報
告
も
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る※

４
。

　
そ
こ
で
、本
稿
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に

実
践
し
た「ｒｅ
輪
」活
動
に
よ
って
得
ら
れ
た
成
果
を
開
示
す
る

こ
と
で
、「
学
生
が
成
長
す
る
主
体
的
な
学
び
」の
一
事
例
を
提

案
す
る
。

　
同
時
に
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
実
践
す
る
、実
践
型
の
課
題
解
決

型
学
習
に
よ
って
得
ら
れ
る
学
生
の
成
長
と
、学
外
企
業
連
携
に

よ
って
創
出
さ
れ
る
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、実
際
の「ｒｅ
輪
」活

動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
よ
り
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

2 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」の
成
果

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
団
体「
ｒｅ
輪
」の
発
足
は
、日
本
ス

ポ
ー
ツ
産
業
学
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
に
応
募
す
る
ア
イ
デ
ア
を
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
講
義
内
で
募
集

し
た
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。実
際
に
学
生
が
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

で
掲
げ
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
テ
ー
マ
は
、「
競
技
引
退
後
に
廃
棄
処

分
と
な
る
ユニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
具
現
化
」で
あ
り
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペで
は
最
終
審
査
ま
で
進

み
、そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
研
究
に
招
待
論
文
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、学
部
生
の
う
ち
に
学
術
研
究

誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
一
つ
の
成
果
と
言
え
る

が
、「ｒｅ
輪
」の
成
果
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
は
複
数
の
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
し
、資
金
調
達
も
含
め
た
自
走

式
の
活
動
団
体
と
し
て
、⑴
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ

ム
構
築
に
よ
る
廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
、⑵
回
収
再
利
用
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
量
の
可
視
化
、を
成

し
遂
げ
た
点
に
あ
る
。

　
⑴
に
お
け
る
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ
ム
つ
い
て

は
、①
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
販
売
シ
ス
テ
ム
と
、②

大
学
部
活
動
に
所
属
す
る
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ

ス
テ
ム
の
２
つ
を
構
築
し
、廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
を
実
現

し
て
い
る
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、す
ぐ
に
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
す
る
子
供
の
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
率
を
高
め
る
た
め
の
無
料
回
収
イ
ベ
ン
ト

を
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
と
協
働
で
実
施
し
て
い
る
。段

ボ
ー
ル
30
箱
分
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
を
回
収
し
、回
収
し
た
子

供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、豊
田
市
役
所
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
課
が
豊
田
市

駅
前
で
１
年
に
数
回
開
催
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
イ
ベン
ト
に
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
衣
類
の
袋
詰
め
販
売（
３
０
０
円
の
小
袋・５
０
０
円
の
中
袋・

１
０
０
０
円
の
大
袋
の
３
種
類
を
用
意
）」を
行
って
い
る
。20
箱

程
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
販
売
に
よ
る
再
利
用
と
５
万
円
程
度

の
売
り
上
げ
を
得
て
い
る
。現
在
で
は
、家
計
に
優
し
く
子
供
ス

ポ
ー
ツ
服
が
購
入
で
き
る
こ
と
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も
抱
え
て
い
る

（﹇
資
料
１
﹈参
照
）。

　
ま
た
、②
に
つ
い
て
は
、衣
類
の
回
収
業
務
と
衣
類
全
般
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
愛
知
県
内
で
展
開
す
る
㈱
鈴
六
と
連
携
し
、大
学

内
に
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
回
収
ボッ
ク
ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
、当
初
の

目
的
で
あっ
た「
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ
ス
テ
ム
」が
構
築
さ
れ

す
る
こ
と
で
、課
題
を
解
決
す
る
た
め
の「
仮
説
」の
客
観
的
評
価

力
が
向
上
し
、自
ら
が
実
践
す
る
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決

策
を
導
出
す
る
思
考
力
が
成
長
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
で
得
ら
れ
る
学
生
の
成

長
は
、〝
自
ら
が
興
味
を
持
つ
課
題
〞の
自
己
設
定
と〝
多
様
性
を
尊

重
す
る
チ
ー
ム
型
で
の
課
題
解
決
型
学
習
の
実
践
〞に
よって
、得
ら

れ
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。他
方
、こ
れ
ら
の
学
生
の
成
長
に
は
、

自
己
決
定
し
た
課
題
を
達
成
し
た
と
き
に
得
ら
れ
る
自
己
肯
定
感

に
対
す
る
賞
賛
を
用
い
た
承
認
と
、Tell-Sell

型
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

か
ら
、Ask-D

elegate

型
の
コ
ー
チ
ン
グ
へ
と
シ
フ
ト
チェン
ジ
し

た
教
育
ス
タ
イ
ル
が
重
要
で
あ
ろ
う
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

4 　
学
外
企
業
連
携
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る

　
　

教
育
的
価
値

　
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、３
年
次
の
春
学
期
開
講
直
後
に
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
や
豊
田
市
役
所
、イ
ベン
ト
企
画
会
社
、地
元
テ
レ
ビ
局
な

ど
、学
外
の
有
識
者
に
対
し
て
、ゼ
ミ
生
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
基
に

し
た
企
画
立
案
を
10
分
程
度
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。さ
ら
に
、10
分
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
後
に

は
、有
識
者
に
よ
る
質
疑
応
答
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、〝
本
命

企
業
に
お
け
る
就
職
活
動
の
最
終
面
接
〞と
変
わ
ら
ぬ
緊
張
感
の

下
で
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。こ
の
よ

う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
で
は
、自
分
達
の
仮
説
を
ロ
ジ
カ
ル
に
伝

え
ら
れ
る
能
力
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
一
種
の
経
験
型
学
習
に
よって
、そ
の
後
の
就
職
活
動
や
教

員
採
用
面
接
や
公
務
員
面
接
に
お
け
る
本
番
特
化
型
の
事
前
学

習
に
も
成
り
得
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

企
業
種
別
や
有
識
者
の
専
攻
分
野
に
よ
って
、複
数
の
異
な
る
指

摘
を
受
け
ら
れ
る
。そ
れ
ら
は
、学
生
に
と
って
自
分
に
は
な
い
価

値
観
や
発
展
的
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
触
れ
る
素
晴
ら
し

い
機
会
と
な
る
。ま
た
、学
外
企
業
に
お
い
て
は
、学
生
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョン
を
求
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
数
回
に
わ
た
って
根
気
よ
く
継
続

す
る
こ
と
で
、企
業
や
有
識
者
側
か
ら
、ア
イ
デ
ア
の
具
現
化
に
向

け
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。と
り
わ

け
、「ｒｅ
輪
」の
よ
う
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進

は
、そ
の
物
珍
し
さ
か
ら
企
業
側
への
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
効
果
も
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。故
に
、そ
の
費
用
対
効
果
の
良
さ
か
ら
、企
業
側

か
ら
運
営
資
金
と
な
る
対
価
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
、そ
の
資
金

に
よって
、「ｒｅ
輪
」が
生
み
出
す
環
境
保
全
デ
ー
タ
の
広
告
展
開

や
次
な
る
活
動（
２
０
２
３
年
度
は
地
域
ス
ー
パ
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
衣

類
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
予
定
）費
用
の
捻
出
も
可
能
と
な
る
。

　
よって
、学
外
企
業
連
携
に
よ
る
教
育
的
価
値
は
、学
外
の
多
様

な
人
々
と
協
働
す
る
こ
と
で
身
に
つ
く
、発
展
的
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、学
内
の
学
び
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
で
生
き
る

ス
キ
ル
の
構
築
と
、新
た
な
対
人
関
係
の
構
築
に
よって
得
ら
れ
た

視
点
か
ら
生
ま
れ
る
自
己
成
長
志
向
こ
そ
が
、教
育
的
価
値
と
言

え
よ
う
。

5　
結
語

　
本
稿
に
お
い
て
は
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
課
題
解
決
型
学

習
が
育
む
成
長
と
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、「ｒｅ
輪
」の
活
動
か
ら

考
察
を
進
め
て
き
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
成
果
は
、教
員
で
あ
る

私
で
は
考
え
も
つ
か
な
い
知
的
好
奇
心
に
よって
生
み
出
さ
れ
る
柔

軟
な
思
考
と
、様
々
な
失
敗
を
成
長
の
機
会
と
し
て
諦
め
ず
に
改

善
を
続
け
る
姿
勢
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。我
々
教
員

は
、い
つ
の
間
に
か
自
分
の
物
差
し
で
学
生
を
見
て
い
る
こ
と
に

よ
って
、学
生
が
自
ら
成
長
す
る
機
会
を
奪
って
い
る
可
能
性
に
つ

い
て
、も
う
一
度
再
思
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
自
問
自
答
す
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
２
０
２
３
年
度
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、す
で
に
ラ
ジ
オ
番
組
の
編

成
や
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ー
ド
の
開
発
、ア
ス
リ
ー
ト
の
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、自
分
の
物

差
し
を
脱
却
し
た
視
点
で
学
生
の
主
体
的
成
長
の
サ
ポ
ー
ト
に
勤

し
み
た
い
。

　
末
筆
な
が
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
、㈱
鈴
六
様
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱

様
、豊
田
市
役
所
様
、ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
様
、㈻
梅
村
学

園
様
に
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

て
い
る
。さ
ら
に
、回
収
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、１
㎏
10
円
で
購

入
い
た
だ
く
こ
と
で
回
収
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
支
払
い
を
カ
ッ
ト
で

き
、多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
廃
棄
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。な
お
、

㈱
鈴
六
と
の
連
携
事
業
は
、中
京
テ
レ
ビ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
特
集
で
放
映

さ
れ
、多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

　
一
方
、⑵
に
つ
い
て
は
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱
と
連
携

し
、「ｒｅ
輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
が
、世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

主
要
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
抑
制
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
の
可
視
化
を
実
現
し
て
い

る
。実
際
、半
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
に
よって
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
20
面
分
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
結
果
は
次
年
度
以
降
に
、「ｒｅ

輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
が
も
た
ら
す
環
境
保
全
効
果
と

し
て
、実
践
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
学
生
に
お
け
る
活
動
の
多
く
が
戦
略
の
提
示
や
企
画
提
案
ま
で

の
産
学
連
携
事
業
を
占
め
る
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

組
織
で
あ
る「ｒｅ
輪
」の
活
動
は
、地
域
密
着
型
で
顧
客
を
獲
得

し
、２
つ
の
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
利
益
を
用
い
た
自
走
型

持
続
的
運
営
団
体
に
ま
で
至
って
い
る
。そ
こ
が
最
大
の
成
果
で
あ

る
と
言
え
よ
う（﹇
資
料
２
﹈参
照
）。

　
　
　

3 　
実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
に
よ
っ
て

　
　

得
ら
れ
る
学
生
の
成
長

　
前
述
し
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
に
よって
得
ら
れ
た
成
果
は
、当
初

予
定
し
た
以
上
の
成
果
と
なって
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
で
は
、如
何
よ
う
に
、求
め
る
成
果
と
学
生
の
成
長
の
両
輪
を
育

む
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、溝
上
ほ

か※

５
が
示
し
た
、〝
社
会
生
活
の
中
で
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
解
決
す
る
過
程
で
、課
題
解
決
に
関
す
る
能

力
と
取
り
組
み
姿
勢
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
〞「
課
題
解
決
型
学

習（Problem
 Based Learning

：
以
下
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）」を
実
践

し
て
い
る
。筆
者
は
、こ
れ
ら
の
実
践
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よって
学
生
が

成
長
す
る
か
否
か
を
分
け
る
重
要
な
点
は
、何
か
を
失
わ
な
い
た

め
に
実
践
す
る〝
防
御
的
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
な
く
、何
か

を
得
る
た
め
に
実
践
す
る〝
獲
得
型
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
あ
る

と
学
生
に
伝
え
て
い
る
。即
ち
、「
失
敗
し
な
い
」こ
と
を
前
提
に
取

り
組
む
実
践
課
題
設
定
で
は
な
く
、学
生
自
身
が「
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ら
学
び
を
得
る
」こ
と
を
主
眼
と
し
た
実
践
課
題
の
設
定
が
、学

生
の
成
長
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
か
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
見
る・す
る・支
え
る
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ
内
に
該
当
す
れ

ば
、自
由
に
課
題
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

学
生
の
成
長
に
は
、自
己
決
定
課
題
の
解
決
が
最
も
責
任
感
を

持
って
学
べる
題
材
で
あ
り
、そ
の
課
題
解
決
を
チ
ー
ム
で「
共
創
」

し
て
実
践
す
る
こ
と
で
、多
様
性
を
尊
重
す
る
機
会
が
創
出
さ
れ
、

学
生
の
成
長
は
加
速
度
的
に
高
ま
る
と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、複
数

の
チ
ー
ム
で
異
な
る
課
題
解
決
型
学
習
を
実
施
し
、そ
の
進
捗
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
す
る
機
会
を
定
期
的
に
開
催
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1 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」活
動
の
目
的

　
近
年
、持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
た
国
際
社
会
全
体
の
目
標

で
あ
る「Sustainable D

evelopm
ent G

oals ※

１（
以
下
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
と
略
記
す
る
）」活
動
が
様
々
な
場
面
に
お
い
て
推
進
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
の
動
き
は
、ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
も

重
要
視
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
庁※

２
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
界
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
国
内
外
に
推

進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会※

３
は
、ス
ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
環
境

問
題
の
改
善
を
図
る
委
員
会
を
設
置
し
、よ
り
具
体
的
な「
ス

ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」を
取
り
巻
く
現
状
と

し
て
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
が
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
あ
た
る
か
一

般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、実
際
の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ

Ｇｓ
活
動
の
報
告
も
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る※

４
。

　
そ
こ
で
、本
稿
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
」を
テ
ー
マ
に

実
践
し
た「ｒｅ
輪
」活
動
に
よ
って
得
ら
れ
た
成
果
を
開
示
す
る

こ
と
で
、「
学
生
が
成
長
す
る
主
体
的
な
学
び
」の
一
事
例
を
提

案
す
る
。

　
同
時
に
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
実
践
す
る
、実
践
型
の
課
題
解
決

型
学
習
に
よ
って
得
ら
れ
る
学
生
の
成
長
と
、学
外
企
業
連
携
に

よ
って
創
出
さ
れ
る
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、実
際
の「ｒｅ
輪
」活

動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
よ
り
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

2 　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
団
体

　
　
「
ｒ
ｅ
輪
」の
成
果

　
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
団
体「
ｒｅ
輪
」の
発
足
は
、日
本
ス

ポ
ー
ツ
産
業
学
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ペ
に
応
募
す
る
ア
イ
デ
ア
を
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
講
義
内
で
募
集

し
た
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。実
際
に
学
生
が
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

で
掲
げ
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
テ
ー
マ
は
、「
競
技
引
退
後
に
廃
棄
処

分
と
な
る
ユニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
具
現
化
」で
あ
り
、ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペで
は
最
終
審
査
ま
で
進

み
、そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
研
究
に
招
待
論
文
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、学
部
生
の
う
ち
に
学
術
研
究

誌
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
一
つ
の
成
果
と
言
え
る

が
、「ｒｅ
輪
」の
成
果
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
は
複
数
の
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
ル
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
し
、資
金
調
達
も
含
め
た
自
走

式
の
活
動
団
体
と
し
て
、⑴
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ

ム
構
築
に
よ
る
廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
、⑵
回
収
再
利
用
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
量
の
可
視
化
、を
成

し
遂
げ
た
点
に
あ
る
。

　
⑴
に
お
け
る
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
再
利
用
シ
ス
テ
ム
つ
い
て

は
、①
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
販
売
シ
ス
テ
ム
と
、②

大
学
部
活
動
に
所
属
す
る
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ

ス
テ
ム
の
２
つ
を
構
築
し
、廃
棄
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
削
減
を
実
現

し
て
い
る
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、す
ぐ
に
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
す
る
子
供
の
ス

ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
率
を
高
め
る
た
め
の
無
料
回
収
イ
ベ
ン
ト

を
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
と
協
働
で
実
施
し
て
い
る
。段

ボ
ー
ル
30
箱
分
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
を
回
収
し
、回
収
し
た
子

供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、豊
田
市
役
所
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
課
が
豊
田
市

駅
前
で
１
年
に
数
回
開
催
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
イ
ベン
ト
に
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
衣
類
の
袋
詰
め
販
売（
３
０
０
円
の
小
袋・５
０
０
円
の
中
袋・

１
０
０
０
円
の
大
袋
の
３
種
類
を
用
意
）」を
行
って
い
る
。20
箱

程
の
子
供
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
販
売
に
よ
る
再
利
用
と
５
万
円
程
度

の
売
り
上
げ
を
得
て
い
る
。現
在
で
は
、家
計
に
優
し
く
子
供
ス

ポ
ー
ツ
服
が
購
入
で
き
る
こ
と
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
も
抱
え
て
い
る

（﹇
資
料
１
﹈参
照
）。

　
ま
た
、②
に
つ
い
て
は
、衣
類
の
回
収
業
務
と
衣
類
全
般
の
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
事
業
を
愛
知
県
内
で
展
開
す
る
㈱
鈴
六
と
連
携
し
、大
学

内
に
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
回
収
ボッ
ク
ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
、当
初
の

目
的
で
あっ
た「
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
再
利
用
シ
ス
テ
ム
」が
構
築
さ
れ

す
る
こ
と
で
、課
題
を
解
決
す
る
た
め
の「
仮
説
」の
客
観
的
評
価

力
が
向
上
し
、自
ら
が
実
践
す
る
課
題
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決

策
を
導
出
す
る
思
考
力
が
成
長
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
で
得
ら
れ
る
学
生
の
成

長
は
、〝
自
ら
が
興
味
を
持
つ
課
題
〞の
自
己
設
定
と〝
多
様
性
を
尊

重
す
る
チ
ー
ム
型
で
の
課
題
解
決
型
学
習
の
実
践
〞に
よって
、得
ら

れ
る
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。他
方
、こ
れ
ら
の
学
生
の
成
長
に
は
、

自
己
決
定
し
た
課
題
を
達
成
し
た
と
き
に
得
ら
れ
る
自
己
肯
定
感

に
対
す
る
賞
賛
を
用
い
た
承
認
と
、Tell-Sell

型
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

か
ら
、Ask-D

elegate

型
の
コ
ー
チ
ン
グ
へ
と
シ
フ
ト
チェン
ジ
し

た
教
育
ス
タ
イ
ル
が
重
要
で
あ
ろ
う
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

4 　
学
外
企
業
連
携
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る

　
　

教
育
的
価
値

　
草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、３
年
次
の
春
学
期
開
講
直
後
に
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
や
豊
田
市
役
所
、イ
ベン
ト
企
画
会
社
、地
元
テ
レ
ビ
局
な

ど
、学
外
の
有
識
者
に
対
し
て
、ゼ
ミ
生
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
基
に

し
た
企
画
立
案
を
10
分
程
度
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会

を
設
け
て
い
る
。さ
ら
に
、10
分
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
後
に

は
、有
識
者
に
よ
る
質
疑
応
答
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、〝
本
命

企
業
に
お
け
る
就
職
活
動
の
最
終
面
接
〞と
変
わ
ら
ぬ
緊
張
感
の

下
で
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。こ
の
よ

う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
で
は
、自
分
達
の
仮
説
を
ロ
ジ
カ
ル
に
伝

え
ら
れ
る
能
力
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
一
種
の
経
験
型
学
習
に
よって
、そ
の
後
の
就
職
活
動
や
教

員
採
用
面
接
や
公
務
員
面
接
に
お
け
る
本
番
特
化
型
の
事
前
学

習
に
も
成
り
得
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

企
業
種
別
や
有
識
者
の
専
攻
分
野
に
よ
って
、複
数
の
異
な
る
指

摘
を
受
け
ら
れ
る
。そ
れ
ら
は
、学
生
に
と
って
自
分
に
は
な
い
価

値
観
や
発
展
的
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
触
れ
る
素
晴
ら
し

い
機
会
と
な
る
。ま
た
、学
外
企
業
に
お
い
て
は
、学
生
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョン
を
求
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
数
回
に
わ
た
って
根
気
よ
く
継
続

す
る
こ
と
で
、企
業
や
有
識
者
側
か
ら
、ア
イ
デ
ア
の
具
現
化
に
向

け
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。と
り
わ

け
、「ｒｅ
輪
」の
よ
う
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進

は
、そ
の
物
珍
し
さ
か
ら
企
業
側
への
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
効
果
も
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。故
に
、そ
の
費
用
対
効
果
の
良
さ
か
ら
、企
業
側

か
ら
運
営
資
金
と
な
る
対
価
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
、そ
の
資
金

に
よって
、「ｒｅ
輪
」が
生
み
出
す
環
境
保
全
デ
ー
タ
の
広
告
展
開

や
次
な
る
活
動（
２
０
２
３
年
度
は
地
域
ス
ー
パ
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
衣

類
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
予
定
）費
用
の
捻
出
も
可
能
と
な
る
。

　
よって
、学
外
企
業
連
携
に
よ
る
教
育
的
価
値
は
、学
外
の
多
様

な
人
々
と
協
働
す
る
こ
と
で
身
に
つ
く
、発
展
的
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、学
内
の
学
び
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践
で
生
き
る

ス
キ
ル
の
構
築
と
、新
た
な
対
人
関
係
の
構
築
に
よって
得
ら
れ
た

視
点
か
ら
生
ま
れ
る
自
己
成
長
志
向
こ
そ
が
、教
育
的
価
値
と
言

え
よ
う
。

5　
結
語

　
本
稿
に
お
い
て
は
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
け
る
課
題
解
決
型
学

習
が
育
む
成
長
と
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
、「ｒｅ
輪
」の
活
動
か
ら

考
察
を
進
め
て
き
た
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
成
果
は
、教
員
で
あ
る

私
で
は
考
え
も
つ
か
な
い
知
的
好
奇
心
に
よって
生
み
出
さ
れ
る
柔

軟
な
思
考
と
、様
々
な
失
敗
を
成
長
の
機
会
と
し
て
諦
め
ず
に
改

善
を
続
け
る
姿
勢
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。我
々
教
員

は
、い
つ
の
間
に
か
自
分
の
物
差
し
で
学
生
を
見
て
い
る
こ
と
に

よ
って
、学
生
が
自
ら
成
長
す
る
機
会
を
奪
って
い
る
可
能
性
に
つ

い
て
、も
う
一
度
再
思
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
自
問
自
答
す
る
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
２
０
２
３
年
度
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、す
で
に
ラ
ジ
オ
番
組
の
編

成
や
ア
ス
リ
ー
ト
フ
ー
ド
の
開
発
、ア
ス
リ
ー
ト
の
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
を
推
進
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、自
分
の
物

差
し
を
脱
却
し
た
視
点
で
学
生
の
主
体
的
成
長
の
サ
ポ
ー
ト
に
勤

し
み
た
い
。

　
末
筆
な
が
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
、㈱
鈴
六
様
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱

様
、豊
田
市
役
所
様
、ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
様
、㈻
梅
村
学

園
様
に
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

て
い
る
。さ
ら
に
、回
収
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
は
、１
㎏
10
円
で
購

入
い
た
だ
く
こ
と
で
回
収
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
支
払
い
を
カ
ッ
ト
で

き
、多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
の
廃
棄
削
減
に
貢
献
し
て
い
る
。な
お
、

㈱
鈴
六
と
の
連
携
事
業
は
、中
京
テ
レ
ビ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
特
集
で
放
映

さ
れ
、多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

　
一
方
、⑵
に
つ
い
て
は
、グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ン
ト
研
究
所
㈱
と
連
携

し
、「ｒｅ
輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
が
、世
界
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

主
要
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
抑
制
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
て
い
る
か
の
可
視
化
を
実
現
し
て
い

る
。実
際
、半
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
衣
類
回
収
に
よって
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
ー
ト
20
面
分
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す
る
結
果
が
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
結
果
は
次
年
度
以
降
に
、「ｒｅ

輪
」の
ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動
が
も
た
ら
す
環
境
保
全
効
果
と

し
て
、実
践
論
文
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
学
生
に
お
け
る
活
動
の
多
く
が
戦
略
の
提
示
や
企
画
提
案
ま
で

の
産
学
連
携
事
業
を
占
め
る
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

組
織
で
あ
る「ｒｅ
輪
」の
活
動
は
、地
域
密
着
型
で
顧
客
を
獲
得

し
、２
つ
の
地
元
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
利
益
を
用
い
た
自
走
型

持
続
的
運
営
団
体
に
ま
で
至
って
い
る
。そ
こ
が
最
大
の
成
果
で
あ

る
と
言
え
よ
う（﹇
資
料
２
﹈参
照
）。

　
　
　

3 　
実
践
型
の
課
題
解
決
型
学
習
に
よ
っ
て

　
　

得
ら
れ
る
学
生
の
成
長

　
前
述
し
た「ｒｅ
輪
」の
活
動
に
よって
得
ら
れ
た
成
果
は
、当
初

予
定
し
た
以
上
の
成
果
と
なって
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
で
は
、如
何
よ
う
に
、求
め
る
成
果
と
学
生
の
成
長
の
両
輪
を
育

む
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、溝
上
ほ

か※

５
が
示
し
た
、〝
社
会
生
活
の
中
で
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
解
決
す
る
過
程
で
、課
題
解
決
に
関
す
る
能

力
と
取
り
組
み
姿
勢
や
態
度
を
身
に
つ
け
る
〞「
課
題
解
決
型
学

習（Problem
 Based Learning

：
以
下
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）」を
実
践

し
て
い
る
。筆
者
は
、こ
れ
ら
の
実
践
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よって
学
生
が

成
長
す
る
か
否
か
を
分
け
る
重
要
な
点
は
、何
か
を
失
わ
な
い
た

め
に
実
践
す
る〝
防
御
的
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
は
な
く
、何
か

を
得
る
た
め
に
実
践
す
る〝
獲
得
型
思
考
〞に
よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
あ
る

と
学
生
に
伝
え
て
い
る
。即
ち
、「
失
敗
し
な
い
」こ
と
を
前
提
に
取

り
組
む
実
践
課
題
設
定
で
は
な
く
、学
生
自
身
が「
チ
ャ
レ
ン
ジ
か

ら
学
び
を
得
る
」こ
と
を
主
眼
と
し
た
実
践
課
題
の
設
定
が
、学

生
の
成
長
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
因
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
考
え
か
ら
、草
薙
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
見
る・す
る・支
え
る
」と
い
う
共
通
テ
ー
マ
内
に
該
当
す
れ

ば
、自
由
に
課
題
設
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

学
生
の
成
長
に
は
、自
己
決
定
課
題
の
解
決
が
最
も
責
任
感
を

持
って
学
べる
題
材
で
あ
り
、そ
の
課
題
解
決
を
チ
ー
ム
で「
共
創
」

し
て
実
践
す
る
こ
と
で
、多
様
性
を
尊
重
す
る
機
会
が
創
出
さ
れ
、

学
生
の
成
長
は
加
速
度
的
に
高
ま
る
と
感
じ
て
い
る
。ま
た
、複
数

の
チ
ー
ム
で
異
な
る
課
題
解
決
型
学
習
を
実
施
し
、そ
の
進
捗
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
発
表
す
る
機
会
を
定
期
的
に
開
催

※

１　
外
務
省
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は
？

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.
htm
l

、２
０
２
３
年
３
月
10
日
最
終
閲
覧

※

２　
ス
ポ
ー
ツ
庁
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
、ス
ポ
ー
ツ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

https://w
w
w
.m
ext.go.jp/sports/b_m

enu/sports/m
catetop08

/list/1410259.htm

、２
０
２
３
年
３
月
10
日
最
終
閲
覧　

※

３　
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会（
２
０
２
０
）公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
定
款
、https://w

w
w
.japan-sports.or.jp/Portals/0/data 

/som
u/doc/teikan2018.06.22.pdf

、２
０
２
３
年
３
月
10
日
最
終
閲
覧

※
４　
來
田
享
子
、環
境
保
護
の
視
点
か
ら
み
る
ス
ポ
ー
ツ
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
調

査
研
究
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ス
ポ
ー
ツ
医・科
学
研
究
報
告
、２
０
２
０
。

※

５　
溝
上
慎
一
、成
田
秀
夫（
２
０
１
６
）ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と

探
究
的
な
学
習
、東
信
堂
。
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